






























































































































































































































































































































































































目的変数 夫の育児参加程度　　子どもの育てにくさ 母親の認知様式 刃2
育児不安得点
育児の自信のなさ
否定的子ども感
肯定的母親意識
ユ72＊
ユ00
ユ22
ユ51
。290＊＊＊
。359＊＊＊
ユ16
。060
。316＊＊
。274＊＊
．295＊＊
．003
305
294
ユ37
刃2：決定係数（説明率）　＊．ρ＜。05　＊＊．ρ＜．01　＊＊＊．ρ＜．001
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偏回帰係数は422¢（96）＝1。27，n。s。）、「子どもの育てにくさ」の偏回帰係数は。l16（6（96＞＝1。14，
η。蕊）．「母親の認知様式」の偏回帰係数は．295¢（96）＝2．85，。ρ＜．01）、であった。したがって、
「否定的子ども感」に及ぼす「母親の認知様式」の効果は有意であるが、「夫の育児参加程度」及
び「子どもの育てにくさ」の効果は実質的なものであるとは言えない。なお、このときの回帰式
全体の説明率は82＝。137であり、有意であった。
　「肯定的母親意識」を目的変数．「夫の育児参加程度」、「子どもの育てにくさ」及び「母親の
認知様式」を説明変数とし、重回帰分析を行った結果、全説明変数に有意な影響はみられなかっ
た（表6）。
4）母親の認知様式と育児不安の関係
　母親の認知様式の因子である「完壁主義」、「対人不信感」及び「生真面目」と「育児不関係が
見られるのかについて、ピアソンの相関係数を用いて検討した。結果を表7に示す。
　　　　　表7。母親の認知様式と母親の育児不安についての相関係数表（N＝100）
育児不安全体　育児の自信のなさ否定的子ども感　肯定的育児意識
完壁主義
対人不信感
生真面u
378＊＊
。416＊＊
353＊＊
。315＊＊
．416＊＊
．363＊＊
．299＊＊
．352＊＊
．266＊＊
。067
。026
。055
　表7より、「育児不安全体」、「育児の自信のなさ」及び「否定的子ども感」と「完壁主義」、
「対人不信感」及び「生真面目」が1％水準で有意であった。「肯定的育児意識」については「完
壁主義」、「対人不信感」及び「生真面目」の全てにおいて有意ではなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考察
　本研究の目的は、虐待の背景の一つと考えられている育児不安に．どのような要因が影響を与
えているのかについて検討することであった。要因として父親の育児参加程度、子どもの育てに
くさ及び母親の認知様式の3つを取り上げた。さらに．母親の認知様式と育児不安との因子につ
いてもその関係を検討した。
　「育児不安」に「夫の育児参加程度」、「子どもの育てにくさ」及び「母親の認知様式」がどの
ような影響を与えているのかについて、重回帰分析を用いて分析した結果、全体の「育児不安得
点」に及ぼす「夫の育児参加程度」、「子どもの育てにくさ」及び「母親の認知様式」の影響が認
められた。また、「育児不安」の内容別に検討した結果、「育児の自信のなさ」については、「子
どもの育てにくさ」および「母親の認知様式」の影響は認められたが、「夫の育児参加程度」の
影響は実質的なものであるとは言えなかった。「否定的子ども感」については「母親の認知様式」
の影響は認められたが、「夫の育児参加程度」及び「子どもの育てにくさ」の影響は認められな
かった。
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　夫の育児参加程度について柏木・若松（1994）らは父親の育児参加が積極的であるほど育児不
安の軽減につながることを見出している。本研究の結果からは、育児不安全般には弱いながら関
与をしているものの、育児不安の内容ごとに見てみると、育児に関する自信や子どもに対する否
定的な感情には有意な影響を与えていなかった。本研究で取り上げた父親の育児参加の内容は、
母親自身の心理的安定に結びつきにくいのではないかと思われ、父親の育児参加の内容を検討す
ることが課題としてあげられる。
　子どもの特性が母親の育児不安に与える影響について田中（1997）は子どもの気質的な行動特
徴が母親の育児不安に影響を与えていることを明らかにしている。子どもが育てにくい特性を持っ
ているほど、全体の育児不安が高まるという本研究結果は、田中（1997）の結果を支持するもの
であった。育てにくい特性をもっている子どもであるほど．母親は子どもから目が離すことがで
きなくなる。また、子どもの世話に費やす時間が増え、母親自身の時間が少なくなってしまい、
心身共に疲労してしまうことが予測される。さらには．その子の特性として捉えられず何らかの
問題を内包しているのではないかという不安感をもつ可能性も考えられる。その結果、育児不安
が高まるものと思われる。「子どもの育てにくさ」は、育児不安の中でも、とりわけ「育児の自
信のなさ」への影響が認められた。これは、子どもが育てにくい特性を持っている場合、躾や接
し方に悩みが生じやすく、引いては自信のなさにつながることを示唆している。
　母親の認知様式については、「否定的子ども感」には「母親の認知様式」のみ有意な影響が見
られ、母親の認知様式が子どもに対する受けとめ方に影響を与えていることが示唆された。なお、
「肯定的母親意識」に関しては「夫の育児参加程度」、「子どもの育てにくさ」及び「母親の認知
様式」の全要因の影響が認められなかった。育児に対する肯定的な意識は、これらの要因の影響
を受けないといえよう。
　母親の認知様式と育児不安との関係を、ピアソンの相関を用いて検討した結果、「育児不安全
体」、「育児の自信のなさ」及び「否定的子ども感」と「完壁主義」、「対人不信感」及び「生真面
目」が1％水準で有意であった。「肯定的育児意識」については「完壁主義」．「対人不信感」及
び「生真面目」の全てにおいて有意ではなかった。完全主義的な受け止め方、対人関係における
不信感、および生真面目な受け止め方をするほど．育児不安が高くなることが示された。
　本研究では、虐待の背景として考えられている育児不安について取り上げ、育児不安を引き起
こす要因として、父親の育児参加程度、子どもの育てにくさ及び母親の認知様式の3つを採りあ
げた。育児不安を引き起こす要因は、人によってそれぞれ異なり、様々な要因が複雑に絡み合っ
ているものの．これらの要因は育児不安に影響を与えていることが示された。しかし．育児不安
には複数の内容が含まれており、各々の要因が与える影響力は異なっていた。したがって、育児
不安として一括りにして扱うのではなく、内容に応じた支援が必要であろう。
　本研究で明らかにされた結果の中で、特に注目したいのは、母親の認知様式が育児不安に及ぼ
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す影響である。この要因は、育児不安全体及び、否定的育児意識、否定的子ども感に影響を与え
ていた。認知様式とは、物ごとの受け止め方のスキーマであり、本研究の質問項目は「完壁主義」、
「対人不信感」、「生真面目」な受け止め方から構成されていた。これらは全て育児不安と正の相
関関係にあり、このような認知様式で物事を受けとめる傾向にある人は．育児不安が高まること
が示唆された。このことから、認知様式を変えることは育児不安の軽減に繋がるものと推測され
る。今後、育児不安の高い親に対する支援の中に．認知の変容を促すことを目的とする心理的支
援をとり入れることによる育児不安軽減効果が期待される。
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